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新ビジネスの迅速な実現のための企業情報システムの構築
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新ビジネスのための企業

情報システムの構築"EAl

(EnterpriseApplication

lntegration)”

企業内や企業間の情報シス

テムを連携させることにより,

付加価値の高いシステムが迅

速かつ柔軟に構築できる｡

激動するビジネス環境にあって,企業は,新たなビジネス分野に早期に参入するための方法を模索している｡そこで求めら

れるのは,大幅な納期短縮,迅速な新サービス提供といった｢高付加価値+.新ビジネスを他社に先駆けて提供できる｢スピー

ド+,将来にわたって戦略的にシステムを変革していける｢柔軟性+,そして,より大きなビジネスヘと進出していくための｢企

業間連携+である｡

日立製作所は,このようなビジネス上の要求にこたえる情報システムの構築を支援するために,"EAl(EnterpriseApplication

仙e9ration)”という概念に基づくシステム構築技術と,それを利用したソリューションサービスの提供を進めている｡

EAはは,既存システム資産や流通パッケージソフトウエアなどの複数のアプリケーションを連携させることにより,高い

付加価イ直を持つシステムを迅速に構築することである｡日立製作所のEAlは,分散オブジ工クトの技術に基づくシステム連携

ソフトウエアと,企業間EC(ElectronicCommerce)サービスにより,柔軟なシステム変革と,企業間ビジネス連携を実現して

いる｡

はじめに

ビジネスを取り巻く環境の変化は,年々激しさを増し

ている｡企業には,その変化に迅速に対応し,すばやく

結果を√-Hすことが求められている｡それには,新ビジネ

スの創出や新ビジネスヘの早期参人に向けての課題を解

決することが必要である｡それにこたえる情報システム

の構築は,従来のような,顧客の要求に合わせて個別に

情報システムをゼロから開発する方法では実現できない｡

一方,企業は,過去何十年かにわたって開発してきた,

膨大なソフトウェア資産を抱えている｡また,市場には

評価の高い流通ソフトウェアが多く存在する｡R立製作

所は,現在ある情報システムの資産を有効活用して,付

加価値の高い情報システムを迅速に構築する,"EAI
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(Enterprise ApplicationIntegration)”の技術に基づく

情報システム構築を掟案してきた｡

ここでは,日立製作所のEAIの概念とそれを支援する

技術について述べる｡

激動の時代のビジネスに求められるもの

今日,変化の激しいビジネス環境にあって,同業他社

に負けずにビジネスを拡大していくためには,次の4点

が人きなかぎになる｡

(1)他社よりも付加価値の高い製品･サービスを提供

他社よりも早く製品が納入できる,他社にないサービ

スが提供できる,などである｡ここで重安なのは,少し

先を行くのではなく,社会の常識を超えた製品,サービ

スであることが求められる点である｡

(2)他社よりも早く新事業に参入

良い製品･サービスであっても,他社追随の場合,価

値は半減する｡スピードが重安である｡

(3)将来にわたって変化に柔軟に対応

現状のシステムから理想のシステムへ一一気に切り替え

ることは不可能である｡企業は,社会の動きに合わせて,

柔軟な情報化戦略を克て,実現していく必要がある｡

(4)企業間の連携

大きなビジネス拡大をねらうのであれば,企業内に閉

じるのではなく,外の企業と連携して,相乗効果を出す

ビジネスを行っていく必要がある｡

.L記の4点を実現するために,カモ業は,現在持ってい
るものを最大限生かし,それを前提に,あるべき姿との

差分を新たに取り込む■〟策を考えるべきである｡それを

実現するのが,EAI,すなわち,｢既存システム資産や流

通パッケージソフトウェアなどの複数のアプリケーショ

ンを連携させることにより,高い付加価値を持つ情報シ

ステムを迅速に構築すること+である｡

EAlによって解決できる新たな課題とは

企業がビジネスを拡大していくためには,ブレークス

ルーしなければならない多くの課題がある｡その例を以

下にあげる｡

(1)効果的なセールスを行うために,顧客の取引状況･

資産状況･家族構成や,地域情事1ほリアルタイムに参照

しながら戦略を立てることはできないか(金融業)｡〕

(2)営業店窓口,電話,インターネット,渉外員からの

顧客コンタクト情報などをまとめて総合的に評価したう

えで,顧客のニーズに合った,新しいサービスの開発に

結び付けることはできないか(金融業)｡

(3)人手商社,大｢卜一般特約店からの一受注情報を統合

l桝こ管理し,迅速かつ適切な配送,配車を行うことによ
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図1 EAlによるソリューション

課題別にあらかじめ用意したソ

リューションパッケージを最小限

のカスタマイズで顧客に提供す

る,顧客にとって効果がわかりや

すいソリューションである｡
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り,物流のコストを大幅に削減できないか(製造業)｡

(4)環境汚染防止や,資源の再利用促進のために,製

造･小売りから,不用品の回収,廃棄･リサイクルまで

の製品ライフサイクルを管理できないか(製造業)｡

このような課題を解決することが｢ソリューション+で

ある｡ソリューションは,業種別,業務別に作られるべ

きものである｡日立製作所は,それらを体系化し,個々

のソリューションを順次発表している(図1参照)｡EAI

は,ソリューション実現の手段として位置づけられる｡

実現手段は,ソリューションごとに存在する｡それは,

組み合わせるべき既存システム資産,流通ソフトウェア

が異なるためである｡)しかし,連携の基盤となる什組み

は,共通に存在する｡その機能,性能は,EAIによるソ

リューションの効果に大きく影響する｡

日立製作所は,連携の基盤となる仕組みとして,シス

テム連携ソフトウェア"WorkC()Ordinator''や｢APサー

バ+,企業間EC(Electronic Commerce)システム

``TWX-21''を提供し,EAIによるソリューションを,よ

り効果的に実現できるようにしている(図1参照)｡

EAlのためのシステム連携ソフトウエアで

｢付加価値+と｢スピード+を実現

EAIの基本は,複数の,開発時期も稼動環境も違うア

プリケーションどうしを連携させることである｡アプリ

ケーションの連携には,次の3段階のレベルが考えられる

(図2参照)｡

(1)段階1:単一のアプリケーションの外部に別のアブ

高付加価値サービス

アプリケーション

段階3

段階2

段階1

アプリケーション

アプリケーション

アプリケーション アプリケーション

複数アプリケーションの組合せをビジネスプロセスで制御

`⊂テ

アプリケーション

アプリケーション アプリケーション

複数アプリケーションの組合せで実現されるサービス

{}

アプリケーション

単一アプリケーションで実現されるサービス

図2 EAlの三つの段階

'アプリケーションインテグレーションは,段階を踏むことによ

り,付加価値の高いものとなる｡

リケーションを付加してユーザーインタフェースを変え

たり,単一のアプリケーションから別のアプリケーショ

ンのデータベースを検索するなど,そのアプリケーショ

ン自体に付加価侶を付ける段階

(2)段階2:あるアプリケーションの実行結果を受け取っ

て別のアプリケーションが処理を行い,さらにその結果

を別のアプリケーションに渡すといった,決まったビジ

ネスプロセスに従ったアプリケーションの連続実行によ

り,情報の共有ヤプロセスの日動化を行う段階

(3)段階3:機械化できない人間の思考プロセスや相互

連携するプロセスを含んだビジネスプロセスに従った,

柔軟なアプリケーションの連携により,大幅な期間短縮

と在庫縮小などを実現する段階

これらの具体例を図3から図5に示す｡段階2までの実現

の例は多い｡その最大の効果は,システム構築のスピー

ドアップである｡できたシステムの価値は,選択した既

存アプリケーションや流通パッケージの機能に依存する｡

より高い付加価侶を得るためには,段階3までの実現

が必安である｡段階3を実現するかぎを握るのは,連携

の基盤となる仕組みである｡例えば,R立製作所の

WorkC()Ordinatorは,ワークフローによってアプリケー

ションの連携を管理することのできるミドルウェアであ

る｡これにより,既存のアプリケーションの組合せに,

人間の意思決定も含めた柔軟なシステム連携ができ,固

定したアプリケーションの連携以上の相乗効果をあげる

ことができる｡

分散オブジ工クト技術で｢柔軟性+を実現

アプリケーションを連携させて付加価値の高いシステ

ムを構築することの大きなメリットの 一つに,組み合わ

せるアプリケーションを白山に選べることがある｡それ

は,言い換えれば,時期を経るにつれて,既存のシステ

ムを順次,新しいシステムに切り替えていくことや,そ

の時点で最も良い機能･性能を持つ流通パッケージが使

えることを意味する｡ただし,それを実現するには,企

業の情報システムの基盤,すなわち,企業システムアー

キテクチャができていなければならない｡これは,企業

の中･長期にわたる情報化戦略にのっとって計画され,

維持されるシステム構成である｡さらに,個別のアプリ

ケーションも,将来,柔軟にシステムが拡張できるアー

キテクチャを設計していく必要がある｡このような考え

方を｢アーキテクチャ指向+と呼ぶ｡

企業のシステムアーキテクチャを実現するのに適切な
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業務,顧客管理システム

イントラネット･

インターネット

国

盟
Webブラウザ

ネットワーク

フロントエンド

既存システム

業務システム

図3 EAl段階1の例

単一のアプリケーションも,インテグレーション技術を利用す

ることにより,インターネット対応の新しいアプリケーションに

生まれ変わる｡

のが,分散オブジェクトの技術である〔〕H立製作所は,

分散オブジェクトの技術としてCORBA(Common

Object Request Broker Architecture)を採用し,それ

に基づいて,システム連携ソフトウェアや企業間ECシス

テムを開発した｡CORBAは,オブジェクトと呼ばれる

ソフトウェアの塊を連携させるための,開発言語に依存

しない共通のインタフェースを持っている｡既存のシス

テムも,｢レガシーラッピング+という技術を使えばオブ

ジェクトと見なすことができ,CORBAを介して,新し

いアプリケーションと連携させることができる｡したが

一般特約店

情朝共有空間

受う主エントリ

大手商社

テレホンエントリ

システム

出荷管理

システム

システム

大口今寺約店

受注エントリ

システム

ワークフロー管理

航空会社の座席

予約システム

旅行代理店
インターネット･

イントラネット

業務統合新アプリケーション

(旅行手配システム)

[コ [コ

鉄道座席予約

システム

図4 EAl段階2の例

複数のアプリケーションを連携することにより,業務の効率化

が図れ,利用者にとっても使いやすいシステムになる｡

って,CORBAに基づくシステム連携の仕組みは,開発

時期や開発環境の異なるアプリケーションを柔軟に連携

させることも容易に実現することができるのである｡

企業間ECシステムで｢企業間連携+を実現

EAIによるソリューション実現卜のポイントは,アプ

リケーションの連携によってどこまで付加価値が出せる

かにある｡それが企業内のシステム構築に閉じていたの

では,ビジネスの拡大には結び付かない｡例えば,SCM

(Supply Chain Management)の実現には,サプライヤ

受注エントリ

システム

配送,配車システム

国 製造所

運送会社

皿

m

nエロ

図5 EAl段階3の例

情報の共有を図り,既存

のアプリケーションと高機

能のパッケージソフトウエ

アを柔軟に組み合わせるこ

とにより,受注から出荷ま

での大幅な時間短縮が,迅

速に実現できる｡
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と製造業者の間のビジネス連携が必要である(4ページの

図参照)｡企業間にまたがるアプリケーションの連携に

は,企業内のアプリケーション連携にはない,ビジネス

遂行上のさまざまな仕組みが必要である｡それを掟供す

るのが,企業間ECシステム"TWX-21''である｡

一方で,企業どうしがコンソーシアムを作り,連携の

仕組み(ビジネスレベルの連携プロトコル)を標準化する

動きを作ることも有効である｡標準化したプロトコルに

のっとった流通パッケージどうしの連携を実現するには,

ベンダどうしのアライアンス(提携)も当然必要である｡

∩立製作所は,企業コンソーシアムを作ることによって

ビジネス展開を推進するとともに,他社とのアライアン

スにも積極的に取り組んでいる｡

EAl実現のための技法

日立製作所は,企業システムアーキテクチャに基づく

EAI実現のための方法論として,｢インテグレーション指

向システム開発方法論+を開発した｡これは,企業シス

テムアーキテクチャに基づいて各アプリケーションの

アーキテクチャを設計すること,そのアーキテクチャに

従って既存システム,パッケージソフトウェア,新規開

発プログラムを連携することを特徴としている｡

一方,実際のEAI実現では,連携の基盤となる仕組み

や,組み合わせるべき既存システム資産,流通ソフトウ

ェアに応じて技法が異なるはずである｡そこで,ソリュ

ーションのための技法を,｢インテグレーション指向開発

方法論+に準拠する形で品ぞろえすることにした｡これ

は,ソリューション実現のために採用した連携の仕組み

と,それによって連携させる既存システムや流通パッケ

ージの組合せごとに作られるものである｡

例えば,WorkCoordinaterで幾つかの既存アプリケー

ションを連携させることにより,あるソリューションを

実現する場合の技法を開発中である｡これは,ビジネス

プロセスのモデリングから始めて,連携させるアプリケ

ーションごとの連携方式の設計を行うという手順になっ

ている｡

おわりに

ここでは,現在,企業に求められている新ビジネスの

創出,新ビジネスヘの早期参入に向けての課題を解決す

るソリューション,すなわち,他にない付加価値を早く

実現するための``EAI''の概念と技術について述べた｡

EAIでは,企業が,過去何十年かにわたって開発して

きた膨大なソフトウェア資産を有効活用し,さらに,市

場での評価の高い流通ソフトウェアを利用することによ

り,ビジネスで求められている｢高付加価値+,｢スピー

ド+,｢柔軟性+,｢企業間連携+を実現する｡

日立製作所は,分散オブジェクトの技術に基づくシス

テム連携基盤ソフトウェア,企業間ECシステムにより,

激動の時代のビジネス拡人に貢献するEAIを実現してい

く考えである｡
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